
　「青い宝石」と呼ばれるカワセミは清流を好む生態から環境の
バロメーターとされています。そのカワセミの目撃情報が利府
でも聞かれました。目撃者は私ですが、町内で取材を受けていた
際、川辺で青いキラキラとブルーサファイアのような色の物体
が目の前を飛んでいきました。「なんだ、今のは？」と目をぱちくり
させていると、カメラマンが「私も午前中に見たのですが、カワ
セミじゃないでしょうか」と。それで、取材クルーと職員数名と
じっと川面を見つめていたらパタパタとその美しい姿を見せて
くれました。全員目撃です！
　利府町の良さは何ですかと尋ねれば、多くの方から「自然」と
返ってきます。しかし、その自然を構成する昆虫、動植物はどう
いった種類があるのかなどは不問になっていました。風景として
の自然が好まれたのかもしれません。
　自然の豊かさは、例えば葉山団地に広がる、利府町内で最も
高い山「番ヶ森」。頂上の展望台から360度のパノラマが楽しめ
ます。表松島「馬の背」は歩いていける日本三景松島。近年若い
女性を中心にSNSで広がりを見せていて駐車場の整備も冬に
は完成しそうです。そこを45号線に向かって降りていけば希少
種が数多く、東日本大震災からの自己回復力も評価されている
干潟「櫃ヶ浦」があります。夏のイベント「こちら町長室」で子ども
たちとカニや貝の生態を見学に行きました。住宅地には黙って

いてもカブトムシやクワガタが飛んできて夏の到来を教えて
くれます。残念ながら自然は好きだけど虫は嫌いという方も
いらっしゃるので、利府の自然散策する際のガイドブックなどを
本格的に作成して、親子で楽しめる自然や散策コースをマッピ
ングしていきたいとも考えています。
　世の中の動向として「ネイチャーポジティブ」という考え方が
広がり始めています。「2020年を基準として、2030年までに
自然の損失を食い止め、反転させ、2050年までに完全な回復
を達成する」という世界的な社会目標で、より簡単に言えば
「2030年には2020年よりも多くの自然を確保し、その後も
回復を続けること」を指します（IUCN）。
　「生ける者 遂に死ねる ものにあれば この世にある間は 楽しく
をあらな」その昔、多賀城に赴任した大伴家持の父、旅人の歌
です。はかなくもある人生を駆け抜ける最中、少々自然を満喫
する時間を楽しめればと思います。

IUCN…国際自然保護連合（International Union for Conservation of Nature） 

町長コラムベア・パル
ブルーサファイア

利府町長 熊谷 大
ゆたか

　将来的な「単独市制移行」を視野にいれながら、
町のさらなる発展を推し進める町政運営を目指
すため、熊谷町長が座長となり、提言（アイデ
ア）、意見などをお聴きする座談会を開催します
ので、ぜひご参加ください。

町長との座談会を開催します
●と　　き　10月23日（水）午後7時～午後8時
●と  こ  ろ　町民交流館（ペア・パル利府）研修室
●テ ー マ　「利府町と子どもたちの将来について」
●参加対象　町内在住で、中学生もしくは高校生の保護者の方　

10人程度（申込多数の場合は抽選）
●申込方法　下記フォームによりお申し込みください。
　　　　　　※抽選の結果はメールにてご連絡します。
●申込期限　10月11日（金）

問　秘書政策課　秘書広報係　☎767-2112

▼申込フォーム
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